
 
  

部活動として全員で臨む最後の機会でした。１日目は団体戦が行われ、男子・女子ともに、残念なが

ら県大会への出場は叶いませんでした。しかし、チームとしてみんなで声を掛け合い、大健闘の試合で

した。２日目は、個人戦で、熱い試合を繰り広げ、女子シングルスで１名が県大会出場を決めました。 

部活動において、１・２年生は 

３年生から多くのことを学ぶこと 

ができたと思います。ご指導、ご 

支援いただいたすべての方に感謝 

の気持ちで一杯です。 

 より多くの集団の中で学ぶことを目的として、角野小学校へ 

交流学習に行きました。角野小学校の児童といろいろな授業や 

給食をともにして、対話をとおして日頃では味わうことのでき 

ないたくさんのことを学ぶことができました。また、午後から 

は観劇をとおして舞台芸術に触れることができました。 

角野小学校の校長先生である高須賀先生からは、３人のずい 

ぶん成長した姿に、お褒めの言葉を多くいただきました。 

 校内弁論大会が、17日開催されました。各々が、みんなに 

伝えたいことを考え、各学年での審査を通過した５名が全校生 

徒（小学６年生も含む）の前で堂々と弁論を行いました。審査 

の結果、３年生の相坂さんが主席となりました。７月１２日に 

市民文化センターで行われる市弁論大会での活躍に期待します。

 ９日（日曜日）に参観日を実施しました。各教室では、学年ご 

とに身近な人権課題について、学級の仲間と意見を交換し、それ 

ぞれの人権意識を高めることができました。 

 参観日のあと、体育館に移動して「子どもの人権」ワークショ 

ップを開催しました。近い将来「おとな」になる小・中学生と、 

かつては「子ども」であった保護者・地域の方・教員が、１対１の対話型交流会です。別子小・中学校で

は、この対話形式を生徒の発案で『おしゃべっし』と名付けています。４月のＰＴＡ総会以来、今年度２

回目です。笑いあり、真剣なトークありの有意義な 60 分間を、約 50 名の参加者で共有しました。多様

な大人との対話により、児童生徒は学びを深めることができました。 

 生徒の感想より 

 〇 今回の「おしゃべっし」みたいに、しっかりと面と向かって話し合うことで、子どもと親の人権を

互いに尊重できるようになるのだと思いました。 

 〇 自分にとって幸せな人生とは、周りの人に感謝の気持ちを伝えられたり、みんなでたのしく喋っ

ているときなんだなと思いました。 

 〇 人権に対して、質問から間接的に考えることができた時間でした。 

 〇 おとなの意見を聞いてみて、やっぱり大人と子どもでは経験値が違うなぁと実感しました。 

「ふるさと別子夏まつり」   

７月１８日（水）  午後５時から午後７時（雨天決行） 

中学生が中心となり、復活させた夏まつりを、今年度も実施します。別

子山地域のみなさまをはじめ、保護者のみなさま、卒業生、そして小・中

学生…「ふるさと別子」でつながる人たちが、この夏まつりに集結するこ

とを願っています。６月２５日に、地域の方から夏まつりで踊る「牛若踊

り」と「トンカッカ踊り」を教えていただきました。夏まつり当日は、

小・中学生がみなさまをつないでいきます。この別子小・中学校の取組

は、多くの教育関係者の方も注目しており、見学に来られます。ご近所お

誘い合わせの上、たくさんの方のご参加をお待ちしております。 

別子小・中学校だより 
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